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『日吉台福祉まつり』が９月２０日（日）に日吉台市民センターで賑やかに開催されました。本

年は、高齢者の長寿を祝う「敬老のつどい」、楽しく歓談しながら昼食を召し上がっていただく「ふ

れあい会食」、骨密度を測っていただく「健康相談」、幼稚園児の歌や箏の調べを聴いたり、尺八に

合わせてみんなで歌う「福祉サロン」、模擬店では、たこ焼きに列ができたり、ビンゴゲームや体験

コーナーで子どもたちが楽しんだ「ふれあい広場」など、例年にない盛りだくさんの催しに、多く

の方々にご支援、ご協力をいただき、成功裏に終えることができました。主催者一同心から感謝い

たしております。

当日の催しの概要は下記のとおりです。

本年度の「敬老のつどい」は、７０歳以上の対

象者１４７名の参加者をお迎えして、多数のご来

賓に列席いただき開催されました。田中良樹会長

の挨拶と来賓のお祝いの言葉のあと、米寿１１名、

喜寿１２名の方々に記念品（巣入りフクロウの幸

せ家族）が贈呈されました。

本年度の敬老のつどいにご招待いたしました

７０才以上の方は７４３名。また、本年度米寿を

お迎えなりました方は２２名、喜寿は３６名でし

た。皆様の益々のご健康をお祈りいたします。

「敬老のつどい」終了後、会食会場の第１、第２会議室

にお弁当を準備し、手狭ですが順序良く奥から詰めて食べ

ていただくようにご協力をお願いしました。昨年の模擬店

での注文による方法を見直し、今年は弁当のため右往左往

もなくなり、窮屈ながら一応落ち着いて食べていただき、

皆さんお話を楽しまれていました。

もう少しゆったりとくつろいでいただきたいところです

第５回『日吉台福祉まつり』が開催されました

～ 敬老のつどい・ふれあい会食・福祉サロン・ふれあい広場 ～

「 敬老のつどい 」 （ 大会議室 ）

「 ふれあい会食 」 （ 第１･２会議室 ）



が、年々参加者も多くなり、窮屈な場所で食事をしていただくのは、心苦しい気持ちがしま

す。

ふれあい会食に続いて大会議室で福祉サロンを開催いたしました。

喫茶では、コーヒー、フレッシュジュースを用意し、「いしづみ共同作業所」のクッキー、シフォ

ンケーキの委託販売も行いました。

また、１３時よりアトラクションを開演。第 1 部は日吉台幼稚園の園児の歌が披露されました。

元気な歌声と音の出る不思議な棒の演奏がとっても可愛かったです。「とんぼのめがね」では、一緒

に口ずさむ方が多くいらっしゃいました。第 2 部は 4 丁目西にお住まいの菊良咲子・赤澤資郎さん

ご夫妻による筝の演奏、「影を慕いて」、「人生の並木道」の素晴らしい筝の音色に、会場全体がつつ

まれました。最後は、懐かしい歌や、民謡を赤澤資郎さんの尺八に合わせて歌いました。皆さんし

ばし青春時代を想い出されたようでした。

今年も多くの方々のご来場により、賑やかなサロンの開催となりました。

ご協力いただきました皆様方ありがとうございました。

屋外の駐車場では、好天にも恵まれ、当学区有志のグループである「ＡＢＣクラブ」さんのご協力により、

「模擬店コーナー」を設け、たこ焼き、焼きそば、ベタ焼き、かき氷、飲み物などの販売を行いました。

また、今回初めて社会福祉法人「いしづみ会」、ＮＰＯ法人「子育て研究会」、企画団体「このいえ」さんの

ご協力で、お楽しみイベントでの「読み聞かせタイム」、また美味しいものコーナーでの綿菓子やカレーライ

スなど、体験コーナーでは「ビーズクラフト」や「石ころアート」など、さらに「バザー」もあって、子ども

からお年寄りまで盛りだくさんの催しを楽しんでおられました。

「 ふれあい広場 」 （ 駐車場 ）

「 福祉サロン 」 （ 大会議室 ）



≪９月～１０月の活動報告≫

ふれあいサロンの報告

◆９月３０日（水曜日）“おおつ光ル君体操とリクリエーション”

椅子に座ったままで、楽しく体を動かしました。

ＰＰＫクラブの方々のユーモアーあふれるご指導で頭も体もリフレッシュ！笑いのたえない４０

分でした。

後半は赤い羽根共同募金基金より購入していただいたスカットボウル・バスケットピンポンや、

輪投げ・ダーツなどを思い思いに遊んで楽しみました。

◆１０月２８日（水曜日）ギターと一緒に歌いましょう！（きのこご飯と豚汁)

田中隆裕さんの楽しいおしゃべりとギター伴奏で「かあさんのうた」など、子どもの頃歌った

曲を皆で一緒に歌いました。また「手のひらに太陽を」は、みんなで手話に挑戦しました。

おでかけサロン

◆９月１５日（火曜日）関西電力火力発電所（エル・シテイ・ナンコウ）を見学

燃料に天然ガスを使い、大阪地域の最大需要に対して３０％の電力供給をしていると説明を聞

きました。構内を見学して、地球に配慮し、緑に囲まれた発電所という印象を受けました。

◆１０月１５日（木曜日）京都大文字山ハイキング

１２時前に山頂に到着。視界が開けて、遥かかなた大山崎の天王山まで見渡す事が出来ました。

好天に恵まれ事故も無く楽しい一日でした。

文化祭実行委員会の要請により、学区社協は１０月２４日（土曜日）第２５回日吉台学区文化祭

で、社協事務局の多田幸生さんのご援助と、すこやか相談所の保険師さんのご協力をいただき、骨

密度測定と健康相談を実施しました。１１７名の方が参加され、住民の皆さんの健康に対する関心

の深さを実感しました。実施にあたりご協力いただきました方々に深く感謝いたします。

ふ れ あ い サ ロ ン 日 吉 台 活 動 報 告

日吉台文化祭協賛「骨密度測定と健康相談」が行われました



児童虐待は、子どもの人権を著しく侵害するもので、「こころ」

と「からだ」に大きな傷を残し、子どもの将来に大きく影響します。

子どもを虐待から守るためには、虐待を早期発見し、早期対応す

る必要があり、そのためには、市民の皆さんからの情報提供が重要

です。

法律では、市民の通告（＝連絡・相談）が義務づけられ、通告し

た人の秘密は守られます。

『もしや虐待では』と思ったら、次の子ども家庭相談センター等

に必ず連絡してください。

★中央子ども家庭相談センター ０７７－５６２－１１２１

★虐待ホットライン（24時間対応）０７７－５６２－８９９６

★児童相談所全国共通ダイヤル（２４時間対応）０５７０－０６４－０００

≪見逃さないでサインとは…≫

【子どもからのサイン】 【保護者からのサイン】

□不自然なあざ・やけど・打撲 □子どもの健康や安全への配慮がされてない

□極端にやせている等栄養失調状態 □衣類、寝具が不衛生状態

□衣服やからだ（髪や手足等）が不潔 □子どもを家に置いたまま、よく外出する

□無表情、大人を見るとおびえる □いつもイライラして、子どもに当たる

□落ち着きがなく乱暴、情緒不安定 □地域との交流がなく、孤立している

学区の皆様には、当学区社協の「福祉事業賛助金」への多数の方々から快くご寄付を賜り、誠に

ありがとうございました。前号以降にご協力いただいた方を紹介させていただきます。

お蔭をもちまして､本年10月31日現在で185名の方々にご賛同いただき､合計 314口（金

31万4千円）のご厚志をいただきました。

この皆さまの善意は、明るく住みよい「福祉のまちづくり」の資金として、「福祉まつり」や「ふ

れあいサロン日吉台」等の様々な事業に有効に活用させていただきます。

納付金は、今後も随時受付をさせていただきますので、お一人でも多く、ご協力いただきますよ

う、お願い申し上げます。ご納付のお申込みは、社協役員または市民センターまでご連絡下さい。

日吉台一丁目…森永 敏子様、山口 清雄様、山口 つや子様、西 勇様

日吉台ニ丁目…土屋 和子様、土屋 典文様、岩崎 邦男様、岩崎 弘子様、篠田 克巳様、

篠田 勇様、仁科 静子様、岡 恭子様、森嵜 隆之様

日吉台三丁目…紺谷 健治様、槙殿 紀子様、石丸 淳様、衛藤 彰男様、大瀧 岩夫様

日吉台四丁目…田中 悦子様、板谷 忠雄様、矢橋 吉子様、漆谷 あさ様、尾崎 アイ様

「 福 祉 事 業 賛 助 金 」 の お 礼

民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 よ り お 知 ら せ


